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パワーポイント説明スクリプト（4分14秒）
～ 粘度コントローラーの歴史とViscon Japanのイノベーション ～
【１．導入】 時代の変化と印刷業界

皆様、進化論で有名なダーウィンは「最も強い者が生き残るのではなく、
変化に対応できる者が生き残る」と言いました。

現在、印刷機や画像検査装置、カラコンなどの周辺機器は、時代に合わせて急速にデジタル化・
AI化へと進化しています。
しかし、非常に不思議なことに、印刷・ドライラミ工程の液剤粘度管理の要である「粘度コントローラー」だけは、30年間もの長い間、データ通信の仲間外れにされ、現場の「職人の記憶頼み」のまま変化が止まっていました。


【2．疑問　3．たとえ話】 　なぜデータ集中管理が進まなかったのか？

なぜデータの集中管理、つまり工場DX化が進まなかったのか。理由はシンプルです。
通信機能がなかったのではなく、「送られてくるデータの信頼性がゼロ」だったからです。
従来の粘度コントローラーは、表示する数値が上下にバタバタと激しく振れる現象が多発して
いました。

時速80キロで走っているのに、スピードメーターが「70、90、80」と激しくブレ動く車を
誰も信用して運転できないのと同じです。

印刷中に、インクの粘度が「30秒の間に1秒上がって1秒下がる」急変化など、物理的に絶対にあり得ません。
大元のデータがデタラメであれば、いくらパソコンに集めても処理する価値がありません。
そのため、ユーザー様はデータ管理そのものを諦めていたのです。
【４．５．原因分析とVisconの解決策】 　　ブレの根本原因を
特許技術でクリア

数字がブレていた原因は、機械サイドの機能不足にありました。
手動洗浄の手間による「インクの洗浄不足」と、
面倒なエア抜き作業が伴う「注油不良による部品摩耗」でした
。
私たちViscon Japanは、ただ通信機能をつけるのではなく、このメカニカルトラブルを解決し、「100%信頼できるデータを出せる粘度コントローラー」をゼロから開発しました。

それを実現したのが、2つの日本特許技術です。
溶剤と圧縮エアのバブル（泡）でインク詰まりを根絶する「TURBO WASH（特許第6421093号）」、そしてエア抜き作業不要で油切れによる部品摩耗をゼロにする「スマート注油システム（特許第6363571号）」です。
従来の粘度コントローラーには、このような強力な洗浄力のある洗浄機能は有りませんでした。
また、エア抜き作業を絶対に必要としていた従来の粘度コントローラーでしたが、
エア抜き作業の必要性を知って実施していたユーザー様は日本で２０％くらい、
海外では０％でした。

ですからViscon特許技術スマート注油システムが搭載されていない従来の粘度コントローラーでは、必ずと言っていいほど、注油不良が発生して、粘度精度の低下、粘度数字表示の不安定、早期故障を引き起こしていました。

【結び（DX効果）】 iCom Ready Packageがもたらす真のDX

大元のデータが100%正確になったことで、私たちは業界初のデータ集中管理パッケージ「iCom Ready Package」による真の工場DX化に成功しました。

これにより、30分ごとの手動でのザーンカップ計測・記録は完全に不要となり、大幅な省力化・省人化が達成されます。
さらに、粘度情報は30秒に1回自動ロギングされ、完璧な品質トレーサビリティを確立します。全ユニットの粘度情報や異常アラームも、1か所のタッチパネルでリアルタイムに一元管理が可能です。

人手不足やスマートファクトリー化という「時代の変化」に対応する本物のソリューションを、ぜひ御社の現場へ導入しませんか？ ご清聴ありがとうございました。
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